
起因物、事故の型：その他の起因物 - 切れ・こすれの死傷災害発生事例（2017年）
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労

働

者

規
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1
12～

13

店舗内の洗い場にて食器を洗っていた際、ヒビが入っていた皿を左手に持

ち、右手でこすろうと力を入れたところ、皿が割れ、誤って左手親指付け

根に割れて、鋭利になった部分が当たり切創した。

33 140201 ―

1
21～

22
厨房にて野菜を切っている時に左指を切った。 20 140201 ―

1 4～5
市場の店舗内において、魚をさばくため鱗を剥いでいた際。魚の背ビレが

右手人差し指に刺さった。
24 80109

1～

9

2 5~6
被災者は、店舗に強盗が押し入り、防止する為、もみ合いになった際に、

刃物で切りつけられ左手親指を切創した。
21 80209

10

～

29

2 14~15 畑でブロッコリーの収穫中に収穫包丁で左手の指を切った。 18 60101

10

～

29

3 23~24

店舗厨房にて閉店作業中、包丁を洗うときに手に持ったまま洗い、さらに

もう片方の手に刃を向けた状態だったため、誤って右手人差し指を切って

しまった。

20 140201

100

～

299

3 11~12

資源ごみ収集作業終了後、洗車場にて自動巻き上げリールより洗車用ホー

スを伸ばしていたところ、予期せぬ時にホースが自動巻き上げリールに勢

いよく巻き取られ、ホースに左手を添えていたため左手拇指をホースがこ

すり、左手拇指を負傷した。

56 150103

100

～

299



3 10~11

リサイクルセンター内で産廃ゴミを選別中、トン袋に入っていたオイル缶

を（潰れている、中小缶、アルミ製）鉄類の置き場へ置くため、取り出し

ていたところ（作業中はゴム手袋を着用）、手に持った缶が鋭利にとがっ

ていたため、左手小指の先を裂傷した。

53 150102

30

～

49

4
11～

12

院内のレントゲン室内にて患者の猫のエコー検査中に、猫が嫌がり右手を

噛んだ。
98 130109

1～

9

4
18～

19

店舗厨房にて鉄火巻きを切る際、包丁を持ったままダスターで拭いていた

ため、誤って右手親指を切ってしまった。
18 140201

50

～

99

5
13～

14

当社廃棄物処理場において廃棄物を分別していた際、鋭利な刃物があった

ために左人差し指および中指を切ってしまった。
67 150102

30

～

49

5
15～

16

高速道路用金属製フェンスを作業台にのせ組み外し作業を行っていたとこ

ろ、製品が滑り落下を阻止しようと手で受け止めたところ、鋭利な部分が

接触し、右手母指付根付近に切創を負った。

36 170101

100

～

299

6
11～

12

障害福祉サービス事業（共同生活援助）の施設で、清掃支援業務のため居

室を訪れ、蓋が開いた状態の様式トイレを清掃中、便座を拭いて蓋を倒

し、便座の後ろ部分を拭こうとした時、陶器製のタンクの下部が割れてい

て、右手中指を切創した。

73 130201
1～

9

6
11～

12

支援員2人と子供1人の3人で鬼ごっこをしていた。 支援員1人は校舎側へ

逃げ、被災労働者である支援員は体育館側へ逃げた。 鬼であった子供が、

被災労働者である支援員を追いかけてきたため、体育館前にあるサッカー

ゴールとネット（2m×2m）の間をすり抜けて逃げようと思い、ネットに

左示指1本を引っ掛けて回転し、ネットとサッカーゴールの間をすり抜け

たところ、左示指第一関節が切断され、子供が切断された指を拾ったこと

で切断に気付いた。

59 130201
1～

9

7 12~13

当社調理場油場作業場内に於いて、サツマイモの仕込み作業中負傷す。 ま

な板の上でサツマイモを左手で支えて右手で包丁を持ち千切りしていた時 38 140201

100

～



手を滑らせ支えていた左手の薬指に刃が触れ、切傷したもの。 299

7 21~22
被災当日、洗い場にてガラス製のグラスを洗浄していた。 その際、グラス

が割れ、破片で左手親指の付け根を切傷した。
16 140201

10

～

29

7
9～

10

客先の上場内で、人とすれ違う隙に壁に手を掛けたつもりが、壁に立て掛

けてあった刃物に手を置いてしまい、右手の手の平を8~9㎝位切ってし

まった。

44 11301

30

～

49

7
15～

16

店内キッチンにて、活シマアジを出刃包丁で調理中、シマアジが跳ね上が

り、左手人差指に裂傷を負った。
34 140201

30

～

49

7
11～

12

当院診察室にて猫の処置後、ゲージ（ICU)に戻す際、突然暴れだし、猫の

爪が右上腕に刺さった。
24 170209

10

～

29

9
10～

11

資材館において品出し作業中、商品の入った段ボールがPPバンドで止めて

あり、それをカッターで切断しようとしたところ、後ろからお客様に声を

かけられ、振り向いたところ誤って押さえていた左手中指にカッターの刃

が接触し切傷を負ったものである。

55 80209

30

～

49

9
21～

22

厨房内高さ1m60cmにある棚からラップを取ろうとして、落下しそうにな

るラップのギザギザの刃の部分を右手でつかみ取ってしまい、右手小指付

け根部分を切ってしまった。

19 140201

10

～

29

9
14～

15

加工場で、包丁ケースから包丁を取り出そうとした時、落としそうになっ

た包丁をつかんでしまい、右手薬指、中指を切創した。
32 10109

500

～

999

9 8～9
山林にて刈払機で除伐作業中に、数年前に切った間伐材に刃が当たり、そ

の衝撃でキックバックして、刃が右足の親指に当たり負傷した。
47 60201

30

～

49

新築建物工事現場で基礎型枠の脱型作業中、柱脚型枠を脱型する為、掘削



10
11～

12
部をまたぐ際に体勢を崩し、基礎の差筋（異形鉄筋棒D10）にあごを刺し

た。 当時、台風の過ぎた後で、足元の状態があまり良くなかった。

19 30201
1～

9

11
23～

24

積荷を降ろす作業中、右側パレットが容易に出てこなかったので、力一杯

引っ張ったところ、腰に激痛が走ったため受診した。 痛みはあったが繁忙

期に入ったこともあり、仕事を休むと皆に迷惑がかかると思いそのまま我

慢をして仕事を続けていた。 二ヶ月後、積荷を降ろそうとパレットを力強

く引っ張ったところ、再び同じ箇所に激痛が走り、歩行困難となったた

め、再度受診した。

18 140201

30

～

49

11
16～

17

店舗内キッチンにて、エビのポーション（袋詰め）の作業をしていた際

に、エビの頭の額角が右手拇指先端に刺さり負傷し、熱を持ち腫れた。
54 140201

10

～

29

12 12~13
惣菜作業場にて、包丁でかぼちゃを切っているとき、誤って左手人差し指

を切ってしまった。
48 80209

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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